
会長ターゲット「週一度 みんなに会える 楽しみ」

を実現するために二つの重点目標を掲げました。

一つは例会の充実、二つ目は活発な奉仕活動であ

ります。本日は、二つ目の重点目標である活発な奉

仕活動の第一弾です。知的障害者施設「松風園」

の園児、家族、そして先生方と一緒に茅ケ崎サザン

ビーチで地引網を初めとする奉仕活動を行います。

予定では、松風園の園児２８名、ご家族７２名（内子

供２２名）、先生方２８名、米山奨学生斉君とロータリ

アン２８名、ボランティアとして、フラダンスチーム「辻

レディーズ」５名、大和自動車学校入江隊１４名の総

勢１７５名の大所帯になりました。

本日の奉仕活動のいきさつをお話します。年度

の始まる前に、当クラブの会員で大和市社会福祉

協議会会長の高橋政勝さんに、社会的弱者に光を

当てる奉仕活動を行いたい旨相談しましたところ、

社協職員と協議され「松風園」の園児と家族の皆

さんに非日常体験をしていただくことになりました。

藤塚会員よりこのプロジェクトであれば財団の補

助金を使える可能性があるとの助言があり、申請

の結果3,000ドル（２４万円）の補助金を頂き本日を

迎えました。

事故やトラブルの無いように、園児や家族の皆

さんに記憶に残る一日をプレゼントしましょう。
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【 本日のプログラム 】 7月26日 卓話 「魅力あるクラブとは」 後藤 定毅 クラブ研修リーダー
【 次回予告 】 8月2日 クラブフォーラム 「ロータリークラプはどこへ向かうのか」 R情報・研修委員会

【 第1627例会 】 平成24年7月22日（日） 移動例会 知的障害者支援事業 「地引き網と生物研究」
担当 奉仕プロジェクト委員会 場所 茅ヶ崎サザンビーチ
（地引網¤ミニ水族館¤スイカ割り¤食事の時間・ハワイアンショー）

修正

40名 26名 74.29 97.37% 6名 青柳、原嶋、岩松、北島、小栁、長野、中西、梅野
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クラブ研修リーダー 後藤 定毅

ロータリーも新しい年度が始まりました。今年度のいろいろな計画が例会やそれぞれの会合で発表

され、より良いクラブの「親睦と奉仕」の実現に向けて動き出しています。そこで今後のためプログラム

の基本的違いについて説明したいと思います。

≪例会とクラブ協議会とクラブフォーラム≫

✦クラブ協議会(Club Assembly)は、

クラブ役員理事および各委員長が集まって、クラブや各委員会の活動およびプログラムについて発

展的に連絡、調整、協議する重要な会合です。地区協議会の直後、７月１日直後、ガバナー公式訪問２週

間前、公式訪問の時、地区大会終了後および１～２月の頃の年６回が望ましいとされており、我がクラブ

では全会員の出席が要請されています。

✦クラブフォーラム(Club Forum)は、

プログラムやクラブ活動などロータリー全般について会員に情報伝達とより良い奉仕活動をするため

の意見交換を目的とするクラブﾞ全会員の公式会合です。ここでは決議をするものではなく、少なくとも

四大奉仕について討論し意見を交換し、年４回開催することが望ましいとされていて、全員が参加する

のが原則です。

このようにクラブの管理運営に関する提案は理事会やクラブ協議会で、また奉仕についての意見表

明や提案は、クラブフォーラムにおいてすべきであって、直接例会で討議してはならない原則になってい

ます。なぜなら、例会は会員および来訪者の親睦の場であって、親睦の場に議論の起こるような種をま

かないように組織上の配慮がされています。だから本来ならば、クラブ協議会やクラブフォーラムは例会

とは別に夜間などに十分な時間をあてて召集するのが正しいわけですが、忙しい皆様に度々集まって

いただくというのは大変ですし、また会員にも討論の内容を周知していただくためもかねて、今日のよう

に、例会の中で引き続きクラブフォーラムやクラブ協議会というのがよく行われていますが、会員の活

発な意見交換こそロータリーの原動力です。

ご協力頂きましたフラダンスチーム、

大和自動車学校の皆様、ありがとう

ございました。


